
個人、団体からの来信 2015年12月27日
新発田キリスト教会よりクリスマスの寄せ書きと領収一覧／山の下福音教会よりクリスマスの寄せ書き／

2015年12月27日 第一礼拝(8:00～) 第二礼拝(午前10:30～) 夕拝（午後7:30～） 教団定期便／BEGiNより会計報告／2016年ライフラインカレンダー／「新潟ランチョン」再開のお知らせ／

NBIより「聖ヶ丘通信」第91号、後援会会報、ほか／敬和学園・記念募金事業部よりお願い

先 週 の 集 会 出 席 者 数

12/20(日) 教会学校 （休会）
小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 子ども 成人男性－
小学女子2 中学女子－ 高校女子－ 3名 成人女性１

※教会学校と第一礼拝は休会 12/23(水･祝) 中村家訪問 男４ 女４
12/20(日) クリスマス礼拝 男12 女27 計39 子８ 12/23(水･祝) 長浦のさと訪問 男３ 女11 子３

お祝い会 男８ 女20 計28 子10 12/24(木) クリスマス燭火礼拝 男７ 女14 子２
夕 拝 男１ 女１ 計２ 12/25(金) しゃべり場タビタ 男－ 女３ 子－

12/21 月曜家庭集会 男２ 女４ 計６ 12/25(金) 金 曜 祈 祷 会 男－ 女５ 計４

諸 集 会 の ご 案 内

12/14(月) ※実用書道教室、月曜家庭集会は休会とします。
12/30(水) 午後7:30 水 曜 祈 祷 会 教会堂 司 会：近 伸之牧師
1/1(金･祝） 午前11:00 新 年 礼 拝 教会堂
1/1(金･祝） 午後7:30 しゃべり場タビタ ※休会とします。 問合先：渡辺 智子姉
1/1(金･祝） 金 曜 祈 祷 会
１/３(日）降誕節第２週
第一礼拝 司 会

：近 伸之牧師
献 金

：片山 勝三兄
午前8：00 説 教 音 響

教会学校
担 当：小林 洋子姉

午前9：00
聖餐礼拝 司 会：近 伸之牧師 音響･映像：片山 勝三兄 感謝祈祷：片山 浩司兄
午前10：30 集 会：小山 千春姉 演奏･操作： 配 餐：横堀 正美兄

配 餐：横堀 正美兄 録 画：山崎 敬典兄 掃 除：横堀 信子姉

聖餐：46 感謝：172 応答：209 頌栄：61 派遣：54
司 会：片山 浩司兄 映像・録音：横堀 正美兄 Ｃ Ｓ 担 当：片山 初子姉

集 会：横堀 信子姉 奏 楽：片山 敬子姉 主日の予定 クリスマスお祝い会 正午～午後3:00 礼拝堂にて
（サブ）：小山 千春姉 説教の録音：横山 洋平兄 掃 除：長谷川睦子姉

説教の録画：山崎 敬典兄 夕拝 午後7:30 司会・説教：近 伸之牧師

報 告

１．本日の予定

降誕節の恵みを感謝いたします。今年最後の主日となりました。礼拝後は、愛餐を頂いた後、会堂内外

に分かれて大掃除をいたします。協力できる方は、よろしくお願いいたします。

２．宣教区新年聖会について

1/11（月・祝）に、万代市民会館にて新年聖会が開催されます。出席および配車の確認をとりますので、

会堂入口そばの掲示板をご覧頂き、ご記入ください。

３．贈り物のお知らせ

中村 正さんよりミカン１箱、また、いきいきクリニック（医療宣教会）よりお菓子が贈られてきました。

４．今週の予定

明日12/28（月） 午後7:00より 亀田キリスト教会にて宣教区役務者会 近牧師が出席

1/1（金･祝） 午前11:00より 当教会にて新年礼拝

クリスマス諸集会の来会者

12/20(主日)

クリスマス特別礼拝に出席：阿部 咲さん、遠藤夏姫さん、佐藤有紀さん、

塩井真梨奈さん、関根美佳さん（皆、敬和大1年）

クリスマスお祝い会に出席：渡辺あんなさん、渡辺りんかさん（片山麻美姉の姪御さんたち）

礼拝とお祝い会に出席：金井拓明さん（敬和大1年）、石塚美和子さん(再来)、相馬トヨノさん

12/24（木）燭火礼拝に出席：長谷部 幸さん（横山美智子姉の誘い）、

五十嵐結実さん、多田 優くん（敬和大1年）

来会された方々の祝福を祈りましょう。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥前 奏 「Fairest Lord Jesus」 奏 楽 者

‥‥‥‥‥‥‥‥招きのみことば 『マタイの福音書』１０章３４－３９節 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥※開 会 の 賛 美 新聖歌２「たたえよ救い主イエスを」 一 同
ぬし

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※信 仰 告 白 「使徒信条」（新聖歌p.826） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥代 表 祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 賛 美 新聖歌７５「神の御子は」 一 同
み こ

‥‥‥‥聖 書 朗 読 『ルカの福音書』２章２１－３５節（新約110頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖 書 黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥説 教 「たとい剣が刺し貫こうと」 近 伸之牧師
つるぎ さ つらぬ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応 答 の 賛 美 新聖歌４３３「天つ真清水」 一 同
あま ま しみず

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 の 献 金 （新聖歌５５） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 片山 麻美姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 案 内 （来信および集会案内） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 （来会者紹介および報告） 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌 栄 の 賛 美 新聖歌６０「天地こぞりて」 一 同
あめつち

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派 遣 の 賛 美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝 福 の 祈 り 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※後 奏 （新聖歌５９－７） 奏 楽 者

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立お願いします）

降誕節第１週 主日礼拝



「私の家は神さまのデパートみたいなもので

す」と言って案内された家には、仏壇をはじめ、

数えきれないほどのお札やら神棚、台所の神さ

まからお便所の神さままであるのですから驚き

です。日本人の生活にはいろいろな神さまが雑

居しているようです。でも結局は、人間に造られ

た神さまか、人間を造られた神さまかのどちらか

になるわけです。そして、どちらの神さまを信じる

かによって、その人の生き方も二種類になって

いくものです。

いったい人間が偶像を造るとは、どのようなこ

とを意味するのでしょうか。もちろんそれは、ひと

つの宗教心の表れと言えなくもありません。しか

し、その宗教心のもっていき方が問題です。モー

セの十戒の中の第二の戒めにはこうあります。

あなたは、自分のために、偶像を造ってはなら

ない。上の天にあるものでも、下の地にあるもの

でも、地の下の水の中にあるものでも、どんな

形をも造ってはならない。

（『出エジプト記』２０章４節）

ここでは、人が偶像を造るのは「自分のため

に」造るのだと指摘されています。だから人間が

たくさんの神々を造りたがるのも、また神々をわ

たり歩くのも、「自分のために」利益をもたらして

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

☆24時間テレホン『でんわ世の光』 025（272）3592

１/2（土） 新春番組の特別編成のため、放送は休止となります。

神奈川県平塚市にあるコーヒーショップ「ジェイロッジ」は、店内で焙煎した良質のコーヒーと豊富な
種類があるスムージーが人気で、近隣の大学生を中心に多くの若者が来店しています。店長のデイビ
ッド・ミルズさんはキリスト教の宣教師でもあり、バイリンガルでの聖書の学び会や人生相談なども行っ
ています。ミルズさんと奥様の裕香さんにお話を伺います。

Broadcast for Expanding Gospel into Niigata 私たち豊栄キリスト教会は、

BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 『ライフ・ライン』の協力教会です。

「どっちに生きる」 村上宣道 （『ライフ・ライン』メッセージ集より）

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

ホームページ： http://www.toyosakakyokai.com

電子メール： info@toyosakakyokai.com

ブログ： http://toyosakakyokai.seesaa.net

くれるものを探している表れだと言えるのではな

いでしょうか。

真の神とは、人間が造った神であろうはずが

ありません。人間を造られた神です。人間だけ

ではありません。「はじめに、神が天と地を創造し

た」と聖書の第一ページのトップに記されていま

す。この神によって造られなかったものは、何ひ

とつ存在しません。神は創造者、人間は被造物

として、神と人間との間には本質的な区別があ

るのは当然です。ですから、被造物である人間

が、神をペットのように利用しようという考えは、

もってのほかと言うべきでありましょう。

さて、この二種類の神にどう関わっていくか

で、その生き方も二種類に分かれることになりま

す。人間の造った神は「自己本位」の映像でし

かないのですから、それを信じていこうとする人

は、「自分のために」生きる人になります。人間を

造られた神を信じていこうとする人は、自分たち

の生き方を自分で決めるのではなく、造り主に

その意図を確かめようとします。ですから、「神の

ために」生きることこそが、造られた人間にとって

至上の喜びであることを見い出すようになるは

ずです。あなたは、どちらの生き方を望まれるで

しょうか。 2015年度教会目標 「心から進んで」
年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「彼らはそれを進んでささげるささげ物として【主】に持って来た」（出エジプト35:29）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）

ゆく年の硯を洗ふ厨かな
すずり くりや

（三好 達治）
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